
山武郡市広域水道企業団建設工事検査要綱 

 

平成３０年３月１６日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の２（契約の履行 

の確保）に定める検査のうち、企業長が発注する建設工事の検査について、企業長の命を 

受けた検査員が厳正かつ効率的な検査を行うため、必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ 

る。 

（１）検査員 企業長から建設工事の検査を命ぜられた検査員をいう。 

（２）建設工事 管工事、水道施設工事、舗装工事、電気設備工事及びその他の工事をい 

う。 

 

（検査の対象） 

第３条 検査の対象は、全ての建設工事とする。ただし、山武郡市広域水道企業団会計規程 

第１２２条第３項但書の規定を適用する場合は、この限りでない。 

 

（事務の総括） 

第４条 総務課長は、この要綱に定める検査に関する事務を総括する。 

２ 総務課長は、建設工事を所管する検査員に対し当該建設工事に関し必要があると認めら 

れるときは、報告及び意見を求めることができる。 

３ 総務課長は、検査員が行う検査の建設工事を指定するものとする。 

 

（検査） 

第５条 検査員は、前条第３項の規定により指定された建設工事の検査、その他検査に関す 

る事務の執行に当たるものとする。 

２ 総務課長は、前項の検査に関し検査員を指揮監督する。 

 

３ 検査の種類は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）完成検査 建設工事が完成したときに行う検査をいう。 

（２）出来形検査 建設工事の既成部分について、部分払いを行う検査をいう。ただし、 

工事の完成に先立って引渡しを受ける場合を「部分引渡し検査」とし、契約解除をし 

ようとするときは「打切り精算検査」として扱うものとする。 

（３）中間検査 建設工事の施工途中において特記仕様書により定めた段階で行う検査を 

いう。 



（検査の実施） 

第６条 検査は、工事担当課長が受注者から工事完成（出来形・中間）届出書（以下「届出 

書」という。）を受理した日から起算して１４日以内に完了するものとする。 

２ 工事担当課長は、届出書を受理した日から５日以内、中間検査の場合は特記仕様書に定 

められた段階で工事完成（出来形・中間）検査依頼書（別記第１号様式）に契約図書、工 

事写真、施工管理記録、その他検査に必要とする資料（以下「検査関係資料」という。） 

を添えて総務課長へ検査の実施を依頼するものとする。 

３ 総務課長は、前項の依頼があったときは当該検査に当たる検査員を指定し、工事検査実 

施通知書（別記第２号様式及び第３号様式）により工事担当課長及び受注者へ通知するも 

のとする。 

 

（検査の立会い） 

第７条 検査には、当該建設工事の監督職員及び受注者等を立ち会わせるものとする。 

 

（検査の方法） 

第８条 検査は、検査関係資料に基づき工事の実施状況、出来形及び品質について、千葉県 

建設工事検査基準等を準用し厳正に検査し、その合否を判定するものとする。 

２ 地下、水中、その他仕上げ内部面等について、外部から直接検査を行うことが困難な部 

分にあっては、前項によるもののほか、監督職員の立会い及び段階確認の記録資料等によ 

り検査することができる。 

３ 完成検査、出来形検査及び中間検査を行う場合は、当該検査に必要な範囲内において、 

破壊若しくは分解又は試験等により検査することができる。 

 

（復命等） 

第９条 検査員は検査を行ったときは、原則として検査日を含めて５日以内に工事完成 

（出来形・中間）検査復命書（別記第４号様式）に次の各号に掲げる関係書類を添付し 

企業長に復命するものとする。 

（１）工事検査調書（別記第５号様式） 

（２）工事成績評定表（別記第６号様式） 

（３）手直しの場合は、手直し工事指示書（別記第７号様式） 

 

（工事の手直し等） 

第１０条 総務課長は、検査員が行った検査により、出来形、品質等が契約図書及びその他 

 関係図書と相違し、又は不完全と認められるときは、手直し工事指示書（別記第７号様式） 

により直ちに受注者に補修又は改造を指示するものとする。 

 

（準用） 

第１１条 手直し工事の検査は、第６条及び第７条の規定を準用する。 



（認定通知等） 

第１２条 総務課長は、検査員が行う当該検査に係る建設工事の完成（出来形・中間）につ 

いて認定するものとする。 

２ 総務課長は、前項の認定をしたときは、工事認定通知書（別記第８号様式）に工事検査 

調書及び工事成績評定表（別記第６号様式）を添付し、工事担当課長に通知するものとす 

る。 

３ 総務課長は、第１項の認定をしたときは、工事検査結果通知書（別記第９号様式）によ 

り受注者に通知するものとする。 

 

（工事成績の整理） 

第１３条 総務課長は、１件の請負代金額が１００万円以上の建設工事について、工事請負 

業者施工成績総括調書（別記第１０号様式）により、毎年４月１０日までに整理するもの 

とする。 

 

（工事検査の委託） 

第１４条 総務課長は、必要と認めるときは、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６ 

号）第１６７条の１５第４項の規定により、検査員以外の者に検査を委託することができ 

るものとする。ただし、委託する場合においても、この要綱の規定に準じて検査を行わせ 

るものとする。 

 

（補則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に定めるものとする。 

 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

（建設工事検査要綱の廃止） 

２ 山武郡市広域水道企業団建設工事検査要綱（平成元年５月２４日制定）は、廃止する。 



別記

第１号様式

（工事担当課長）

このことについて、下記工事の検査を依頼します。

円

円

円

 完成

 出来形 年月日

 中間

　年　　月　　日

当初設計金額

　年　　月　　日

既 支 払 額

最終請負金額

　年　　月　　日

至

契約期間

契 約 年 月 日

（　　　　　　　　　　　　　　円）

円

円
今回支払額

（残 額）
完成・出来形

金額

円

予算区分

年　 　月　 　日

受
注
者

年度

備　  考

完成・出来形・中間
届出書受付年月日

工事箇所

変更設計金額

氏 名

　年　　月　　日

様

住 所

補助（国等）　単独　その他（　　　）

円

当初請負金額

　年　　月　　日

工事名

工事　完成（出来形・中間）検査依頼書

自

第　　　　　号

記

年　度

  

      

  



第２号様式

（工事担当課長）

様

請負代金額 円

備　　考

工事名

工事箇所

受注者

記

検査実施年月日 　　　　　　年　　　月　　　日

検査員氏名

第　　　　　号

年 月 日

　このことについて、下記のとおり完成（出来形・中間）検査を実施するので通知します。

工 事 検 査 実 施 通 知 書

総 務 課 長　　　　



第３号様式

（受注者）

様

請負代金額 円

備　　考

第　　　　　号

年 月 日

山武郡市広域水道企業団

　 企業長

　このことについて、下記のとおり完成（出来形・中間）検査を実施するので通知します。

工 事 検 査 実 施 通 知 書

工事名

工事箇所

記

検査実施年月日 　　　　　　年　　　月　　　日

検査員氏名



第４号様式

事務局長

　山武郡市広域水道企業団

　企業長　　　　　　　　　　　　　様

検査員 印

　工事名

　工事箇所

　受注者

　設計金額

　請負代金額

１　検査結果

　　　

　　　添付書類　　工事検査調書　　　　　　

　　　　　　　　　　　工事成績評定表　　　　　　

　　　　　　　　　　　手直し工事指示書

２　検査立会人

　　　企業団側 受注者側

３　その他

工事完成（出来形・中間）検査復命書

　　年　　　月　　　日

　 私は、命により　　　　年　　月　　日に下記工事を検査したところ概要は、次のとおりでしたので

復命します。

円

円

記



第５号様式

　　　　年　　　月　　　日検査関係資料に基づき検査の結果、下記のとおり完成（出来形・中間）

を認める。

円

円

円

 完成

 出来形 　年月日

 中間

円

備　考

年　　　月　　　日

印検査員

検査立会人 企業団側

既 支 払 額 円
完成・出来形・中間届出

書受付年月日
　年　　月　　日

完成・出来形
金額

円
今回支払額

（残額）
（　　　　　　　　　　　　　円）

至 　年　　月　　日

最終請負代金額 円 　年　　月　　日

当 初 設 計 金 額 契 約 年 月 日 　年　　月　　日

変 更 設 計 金 額

契約期間

自 　年　　月　　日

当初請負代金額

工事名

工事箇所

受
注
者

住 所

氏 名

工 事 検 査 調 書

受注者側

記

年　度 年度 予算区分 補助（国等）　単独　その他（　　　）

 

 

 

 

      

 

 

 

 



第６号様式

年 月 日

所管課

工事番号　第　　　号

自 年 月 日

至 年 月 日

自 年 月 日

至 年 月 日

印 印 印 印

点 点 点 点
① 点 ② 点 ③ 点 ④ 点

○ 出来形(中間)検査があった場合 ：(① 点×0.2　　+④ 点×0.2) ＝ 点

※但し、③(出来形、中間)検査が２回以上の場合は平均値

○ 出来形(中間)検査がなかった場合 ：(① 点×0.4) ＝ 点

－

注 1) 4)

5)

2) 6)

7)

3) 出来形、中間検査が合わせて2回以上あった場合、考査点は出来形、中間検査を合わせた平均点で計算する。

出来形、中間検査があった場合　①×0.4＋②×0.2＋③×0.2＋④×0.2＝評定点計 出来形、中間検査完了後、工事等検査結果通知書と共に評定表は、所属で保存する。

所　　　　　　　見

[監督員]
①設計図書に基づき適正に施工され非常に
　良好である。
②設計図書に基づき適正に施工され良好で
　ある
③設計図書に基づき施工されおおむね良好
　である。
④設計図書に基づき施工されたが手直しが
　必要である。

[主任監督員]

出来形、中間検査がなかった場合　①×0.4＋②×0.2＋④×0.4＝評定点計　 出来形、中間検査時の考査・評定は検査員のみである。

1～3の評定(65点±加減点合計)＋4,5,6の評定(加点合計)＝評定点 評定点合計は、四捨五入により整数とする。(少数1位を四捨五入)

各評定点(①～④）は、小数点第1位まで記入する。　請負金額１00万円以上の建設工事を対象とする。 出来形、中間検査の場合、対象工事内容を｢工事概要｣欄に記入する。

[検査員]

８ 法令遵守等  　　　　　点⑤

点×0.2　　+③

点×0.2　　+④

９ 評定点合計 　　 　　　　　点⑥ ７ 評定点計（　　　　　　　　点）　－　８ 法令遵守等（　　　　　　　点）　＝　　　　　　　　　　　　　　点

７ 評定点計

点×0.4　　+②

　　　　　点

点×0.4　　+②

　評定点（65±加減点合計)
　加減点合計（1+2+3+4+5+6）

+10 +5 0 - -
-Ⅰ創意工夫 ＋ (7) 0 -

-
４ 高度技術 Ⅰ高度技術力 ＋ (13) 0 - -

+5 +2.5+5 0 -5+2.5 0 -5 -
+7.5 0+15 +7.5 -12.5 -250 -12.5 -25 +15

-20
Ⅱ品質 ＋2 ＋1 0 ー2.5 -5

+10 +5 0 -10+5 0 -10 -20+10ー2.5 -5
Ⅳ対外関係 ＋2 ＋1 0 ー2.5 -5

0 -7.5 -15－5 -10 ＋15 ＋7.5
-7.5 -15

-15
Ⅱ工程管理 ＋1 ＋0.5 0 －5 -10 ＋10 ＋5 0

+5 +2.5 0 -7.5+2.5 0 -7.5 -15+5２ 施工状況 Ⅰ施工監理 - ＋1.5 0 －5 -10
Ⅱ配置技術者 ＋3 ＋1.5 0 －5 -10

00

d eb c d e

１ 施工体制 Ⅰ施工体制一般 - ＋1.5 0 －5 -10

e ａ b cａ b c dc d e ａ項　　　目 細　　　　別 ａ b

主任監督員 検査員(出来形・中間) 検査員(完成）

氏名 氏名 氏名

主任技術者
(監理技術者)

変　更

工 事
概 要

当　初

請負代金額

円(当初) (最終)

工事番号
及び工事名

請負代金額

円

出 来 形
中 間

取扱注意

工　事　成　績　評　定　表

検査年月日 事務局長 技術管理者 課　長 班　長

完 成

受 注 者
住所・氏名

現場代理人

考　査　項　目
氏名

専門技術者等

監督員

工期

３ 出来形
　 及び
　 出来ばえ

Ⅲ安全対策 ＋2 ＋1 0

Ⅰ出来形 ＋2 ＋1 0

Ⅲ出来ばえ

６ 社会性等 Ⅰ地域への貢献等
５ 創意工夫



第７号様式

様

印

　 　　　　　年　　　月　　　日検査の結果、下記のとおり手直しを必要とするので措置（補修又は改造）

してください。

住　所

氏　名

受注者側

受
注
者

請負代金額

手直し工事期限

手直し工事
指示事項

備　　考

立会者

　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

発注者側

　第　　　　　　号

年　　　月　　　日

記

手 直 し 工 事 指 示 書

工事名

工事箇所



第８号様式

（工事担当課長）

様

円

円今回支払額

完成・出来形
・中間年月日

年　 月 　日

受注者

金額
完成
出来形

円

既支払額

請負代金額 円

契約年月日 年　 月 　日

工事箇所

第　　　　号

　年　　月　　日

総 務 課 長　　　　

　このことについて、下記のとおり完成（出来形・中間）を認定する。

記

検査実施年月日 　　　　　　年　　　月　　　日

検査員氏名

工 事 認 定 通 知 書

工事名



第９号様式

様

円

円

点評 定 点

備　　考

年　 月 　日

完成
金額 円

既支払額

出来形
今回支払額

工事箇所

請負代金額 円

契約年月日 年　 月 　日

完成・出来形・
中間年月日

記

検査実施年月日 　　　　　　年　　　月　　　日

検査員氏名

工事名

第　　　　　　号

　年　　　月　　　日

山武郡市広域水道企業団　　　

　 企業長

工 事 検 査 結 果 通 知 書

　このことについて、下記のとおり完成（出来形・中間）を認定する。



第１０号様式

請負額　　(円) 採点 摘要

（　　 点/件)

施 工 業 者 名

工　　事　　名

２
 
そ
の
他
の
減
点

総 合 点 数 ( １－２ )

工事請負業者施工成績総括調書

 １ 平 均 点




